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飯島中学校 吹奏楽

楽器一斉更新

　
町
で
は
３
年
ほ
ど
前
か
ら
、
楽
器
の
老
朽
化

が
目
立
つ
事
や
、
中
学
校
吹
奏
楽
部
員
が
増
加

し
て
い
る
事
な
ど
か
ら
、
楽
器
の
更
新
を
考
え

て
来
ま
し
た
。

　
数
量
や
費
用
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
楽
器
は

１
品
単
位
で
は
非
常
に
高
額
な
も
の
で
あ
り
、

大
規
模
な
調
達
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
の

効
果
を
最
大
限
発
揮
す
る
事
が
望
ま
し
い
と
考

え
、
今
回
の
一
斉
更
新
と
な
り
ま
し
た
。
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 楽器の更新への想い
町では下平町政の掲げる「音楽村」構想を進め、楽器製造企業の誘
致などを行っています。音楽家の方々とも町が繋がりを増やしてい
る中で、中学生に古い楽器を使用させている事を大変心苦しく
思って来ました。
また、教育の現場としては、楽器の費用負担などの経済的な理
由により、こども達が好きな事に取り組めないという事のない
ようにしていきたいと思っています。
音楽は生涯の趣味であり、こども達の人生を豊かにするもので
す。吹奏楽部の活躍に期待しています。

飯島町教育委員会　教育長 澤
さわ

井
い

 淳
あつし

問 教育委員会 こども室
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長い間使用されたチューバ。
昭和の時代に納入された楽器で、使用
感が目立ちます。大切に使っていても
経年劣化は免れません。

新しく購入されたチューバ。ピカピカの
新品を前に、ケースから慎重に取り出し、
試し吹きをしました。専門家のアドバイ
スなどを受け楽器を選定しました。

　
楽
器
は
部
品
の
経
年
劣
化
や
傷
、
へ
こ
み
な
ど
に
よ
り
、
吹
き
に
く
く

な
っ
た
り
、
音
程
が
合
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
酷
い
場
合
に
は
全

く
音
が
出
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
飯
島
中
学
校
の
楽
器
は
昭
和
に
納
入
さ
れ
た
も
の
も
多
く
、
何
度
も
修

理
や
調
整
を
続
け
な
が
ら
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
中
に
は
毎
週
の
よ
う
に

修
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
楽
器
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

更新前更新後

部長　片
かた

桐
ぎり

 愛
あ

悠
ゆ

 さん
（トランペット）

副部長　笠
かさ

原
はら

 大
だい

輔
すけ

 さん
（ユーフォニアム）

副部長　宮
みや

下
した

 彩
あや

乃
の

 さん
（アルトサックス）

吹奏楽部顧問　沖
おき

 笑
えみ

里
り

 先生

キレイで本当に
嬉しいです！

楽器を更新してもらえる
と聞いた時には本当に

驚きました。
演奏できることへの

感謝の気持ちを忘れずに、
新しい楽器で

しっかり練習をして
コンクールでは

金賞をとりたいです！

新しい楽器は、
今までと吹いた感じが

全然違います。
とてもいい感じ！

一斉に楽器が新しくなる
ことは滅多にないことで
とてもありがたいです。

お返しができるよう
コンクールで金賞
とりたいです！

新しい楽器を吹いてみて
とっても新鮮な気持ちです。

新しい楽器を吹く
ことができて

とても嬉しいです。
練習を重ねて、

地区コンクールで
金賞をとって県大会へ

つなげたいです！

まさか一斉に更新
していただけるとは

思っておらず、
本当に驚きました。

子どもたちが
喜んでいる姿を見て
とても嬉しいです。

新しい楽器でますます
技術を磨いて

良い演奏をして
いきたいと思います。



こども広場とは、幅広い地域住民等の参画により
子どもたちの成長を支え、子どもたちが放課後等
に安心・安全に過ごし、多様な体験・活動を行う
場です。 
飯島・田切・本郷・七久保の４地区それぞれに設
置されています。
この活動を支えているのが「サポーター」の皆さ
んです。子ども広場では一緒に子どもたちと活動
していただける方を募集しています。
どんな活動をしているのかを知っていただくため
に、各地区の様子をご紹介します。
サポーターにご興味のある方は各地区子ども広場
までご連絡をお願いします。

問 教育委員会 こども室
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子ども広場 学童クラブ

対象児童 すべての小学生
保護者が仕事等で 
昼間家庭にいない 
小学生

利用料 無料 有料
スタッフ 地域ボランティア 指導員等

スタッフの役割 子どもの見守りが中心 児童の保護および
健全育成

内容 安全・安心な遊びの場
所、活動体験

家庭に代わる生活の
場所

▲放課後に小学生が活動するという点では同じですが、「子
ども広場」と「学童クラブ」とは違う点が多く、「子ども広場」
は地域のスタッフの方により運営されています。

■開所年月日：2009 年 10 月 5 日
■場所：飯島体育館 ( 会議室・アリーナ )
■登録数 ( １月１日時点 )
　96 人 ( 子ども ) ／ 18 人（サポーター）
■活動日：原則第２・４水曜日
■特色ある活動
　 ・ 宿題を済ませて、体育館でのボール遊び、会議室

では手芸や工作、昔の遊び、ゲーム等いろいろな
遊びが楽しめるように用意しています。

　 ・ 異年齢の子どもや地域の大人（サポーターの方）
との交流も子ども広場の特色です。

■連絡先
　飯島子ども広場運営委員会　代表  星野政寛
　☎ 0265-86-4863（飯島成人大学センター）

地域の子どもを地域で育てたいという願いから子ども広

場を行っています。

子どもを見守る活動ですが子どもたちから元気をもらって

います。

飯島子ども広場

こども広場こども広場のの
サポーターサポーターをを募集募集しています！しています！



※各地区ともに、放課後 1 ～ 2 時間程度実施します。
　季節・学校行事等により変動しますので、詳しくは各地区にお問合せください。
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■開所年月日：2008 年 10 月 18 日
■場所：本郷公民館
■登録数 ( １月１日時点 )
　32 人 ( 子ども ) ／ 13 人（サポーター）
■活動日：年間 22 回（水曜日）
■特色ある活動
　・花づくり（プランター）
　・手作り茶（５月）
　・野菜作り（サツマイモ・トウモロコシ・スイカ）
　・七夕飾り
　・茶道 ２回
　・公民館図書部と連携しての読み聞かせ
■連絡先
　本郷地区地域づくり委員会　事務局 片桐邦彦
　☎ 0265-86-4863（本郷公民館）

■開所年月日：2008 年 6 月 11 日
■場所：田切公民館
■登録数 ( １月１日時点 )
　36 人 ( 子ども ) ／ 16 人（サポーター）
■活動日：第２・３・４水曜日
■特色ある活動
　 ・ 地域の伝統芸能 太鼓の練習 

（第３水曜日 獅子舞保存会の皆さんの指導）
　・母の日のプレゼント（花束）づくり
　・七夕飾りづくり
　・ハロウィン カボチャのランタンづくり
　・芋掘り体験　　・クリスマス ケーキづくり
■連絡先
　田切放課後クラブ運営委員会　
　田切公民館長 北原一男　☎ 0265-86-3426

■開所年月日：2007 年 6 月 6 日
■場所：七久保小学校体育館
■登録数 ( １月１日時点 )
　91 人 ( 子ども ) ／ 10 人（サポーター）
■活動日：毎週水曜日
■特色ある活動
　・ 宿題を済ませてから遊びに入ります。（サポーター

が）教えてあげることもあります。
　・ サポーターが勧めた遊びではなく、子どもたちが

自主的に活動をしています。
　・ 大人は一緒に遊んだり、手伝ったり、遊び方を教

えたりします。
　・学期毎に茶話会をします。
■連絡先
　七久保地区子ども広場運営委員会　桃澤敏郎
　☎ 0265-86-2775

特に資格や専門の経験は不要です。
体育館で子どもたちと飛び回る体力も必要ありません。
地域の伝統行事での経験や、 お得意の将棋や手芸な
ど、 お持ちの経験や趣味を子どもたちと過ごす時間の
中で活用いただけます。

地域のなかで、 小学生が学年を超えて皆で仲良く遊び、
絆を深められるようにと危ない事のないように見守っていた
だきたいです。 児童に何かを教えたり、 やらせてみたいこ
とがあればそれも可、　仕事で忙しい親に代わって地域の
子どもは地域で育てる。 皆さまのご協力をお願いします。

子どもと一緒に遊んだり見守ってくださる方、 大歓迎で

す。 都合の付くときで結構ですので、 ぜひサポーターとし

て参加ください。

七久保地区子ども広場

本郷子ども広場

田切放課後クラブ
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本郷運動場本郷運動場にに

バイオトイレバイオトイレをを

設置設置しましたしました

　
令
和
３
年
11
月
22
日
、
本
郷
運
動
場
の

屋
外
ト
イ
レ
と
し
て
飯
島
町
初
の
バ
イ
オ

ト
イ
レ（
ユ
ニ
ッ
ト
）を
導
入
し
ま
し
た
。

も
と
も
と
簡
易
仮
設
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が
進
み
、
衛
生

面
や
管
理
面
か
ら
更
新
の
必
要
性
が
あ
り

今
回
の
設
置
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
郷
運
動
場
の
立
地
条
件
か
ら
通
常
の

水
洗
ト
イ
レ
の
設
置
は
多
額
の
費
用
が
か

か
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
代
わ
り
と
な
る
ト

イ
レ
を
地
元
の
方
と
検
討
し
て
き
ま
し

た
。
世
界
的
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
が
重
要
視
さ
れ

て
お
り
、
飯
島
町
と
し
て
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
へ

の
取
り
組
み
と
合
わ
せ
て
安
心
し
て
使
え

る
ト
イ
レ
を
模
索
し
た
結
果
、
こ
の
バ
イ

オ
ト
イ
レ
を
選
び
ま
し
た
。

バ
イ
オ
ト
イ
レ
っ
て
な
に
？

　
バ
イ
オ
ト
イ
レ
と
は
、
人
間
の
排
せ
つ

物
を
微
生
物
の
働
き
に
よ
っ
て
分
解
・
処

理
す
る
ト
イ
レ
の
こ
と
で
す
。
従
来
の
ト

イ
レ
と
異
な
る
最
も
大
き
な
特
徴
は
、
水

を
使
わ
ず
に
排
せ
つ
物
を
処
理
で
き
る
こ

と
。
そ
の
た
め
、
汚
水
に
よ
る
土
壌
や
水

質
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
ト
イ
レ
の
嫌
な
臭
い

が
発
生
し
に
く
い
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト
で

す
。（
大
央
電
設
工
業
㈱
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

SDGsとは
持続可能な開発目標 

（Sustainable development Goals）とは、 2015 年
９月の国連サミットで加盟国の全会一致で採択さ
れた「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」
に記載された、2030 年までに持続可能でよりよい
世界を目指す国際目標です。17 のゴール、169 の
ターゲットから構成され、地球上の「誰一人取り
残さない（leave no one behind）」ことを誓ってい
ます。（外務省 HP より）

本
郷
運
動
場
の
バ
イ
オ
ト
イ
レ 

（
機
械
部
）
に
つ
い
て

　
本
郷
運
動
場
に
設
置
し
た
バ
イ
オ
ト
イ

レ
の
機
械
部
は
自
己
処
理
型
バ
イ
オ
ト
イ

レ
「
バ
イ
オ
Ｒ-

21
（
廃
棄
有
機
物
微
生

物
処
理
器
）」と
な
っ
て
い
ま
す
。菌
床（
バ

ク
テ
リ
ア
が
育
つ
場
所
）
に
は
そ
ば
殻
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
使
用
後
に
ボ
タ
ン
を

押
す
と
中
の
ス
ク
リ
ュ
ー
（
下
写
真
）
が

回
転
し
汚
物
を
細
か
く
か
き
混
ぜ
ま
す
。

バ
ク
テ
リ
ア
が
活
発
に
活
動
す
る
た
め
に

菌
床
の
水
分
量
や
温
度
が
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
が
、
水
分
量
に
応
じ
て
ヒ
ー
タ
ー

が
オ
ン
オ
フ
を
し
、
温
度
が
自
動
制
御
さ

れ
る
の
で
安
心
で
す
。

▲トイレの外壁にもバイオトイレについての説明が書いて
あります。トイレットペーパーまでしっかり分解します。

このスクリューが回転して
かき混ぜられます。

問 教育委員会 生涯学習係
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全
体
の
仕
様
に
つ
い
て

　
個
室
の
数
は
大
個
室
２
（
洋
式
）、
小

個
室
２
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ト
イ
レ
導
入

に
あ
た
り
、
ま
ず
外
観
か
ら
安
心
感
を
与

え
ら
れ
る
こ
と
を
ひ
と
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に

し
ま
し
た
。
今
ま
で
の
簡
易
仮
設
ト
イ
レ

は
費
用
面
で
は
か
な
り
抑
え
る
こ
と
は
で

き
ま
し
た
が
、
外
観
か
ら
の
入
り
づ
ら
さ

や
使
用
の
際
の
安
全
面
、
衛
生
面
等
、
心

配
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
導
入

し
た
バ
イ
オ
ト
イ
レ
は
し
っ
か
り
と
し
た

造
り
で
、
外
部
か
ら
の
視
線
に
も
配
慮
し

た
外
観
と
な
っ
て
い
ま
す
。
仕
切
り
で
分

け
た
女
性
専
用
個
室
も
あ
り
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
使
っ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　
次
に
内
観
で
す
が
、
木
目
調
の
壁
を
基

調
に
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
が
あ
り
、
荷
物

を
置
け
る
棚
や
身
だ
し
な
み
を
整
え
ら
れ

る
鏡
も
つ
い
て
い
ま
す
。

　
大
便
器
に
つ
い
て
で
す
が
、
ト
イ
レ
の

仕
組
み
は
水す
い

洗せ
ん

で
は
な
く
汲
み
取
り
式
の

ト
イ
レ
と
な
り
ま
す
。
汲
み
取
り
式
の
ト

イ
レ
と
聞
く
と
古
い
昔
の
ト
イ
レ
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
バ
イ
オ

ト
イ
レ
は
に
お
い
も
発
生
し
に
く
く
、
汚

物
を
細
か
く
か
き
混
ぜ
て
し
ま
う
の
で
、

意
識
し
て
見
な
い
限
り
は
視
覚
的
な
面
で

も
不
衛
生
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

小
便
器
に
つ
い
て
は
一
般
的
な
形
状
と
な

り
ま
す
。

　
ど
ち
ら
の
便
器
も
水
を
使
用
し
な
い
の

で
こ
ま
め
な
清
掃
は
必
要
に
な
り
ま
す

が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
の
観
点
か
ら
、
持
続
可

能
で
よ
り
よ
い
世
界
を
目
指
す
た
め
に
は
、

多
少
の
不
便
は
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

バ
イ
オ
ト
イ
レ
の
使
い
方

　
今
回
導
入
し
た
バ
イ
オ
ト
イ
レ
は
水
を

使
用
し
ま
せ
ん
の
で
、
水
洗
ト
イ
レ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
普
段
使
用
し
て
い
る
ト
イ

レ
の
よ
う
に
、
使
用
後
に
水
を
流
す
レ

バ
ー
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。
使
用
後
は
壁
に

あ
る
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
便
槽
内
の
ス
ク

リ
ュ
ー
が
回
転
し
は
じ
め
、
一
定
の
回
転

が
終
わ
る
と
自
動
で
停
止
し
ま
す
。
そ
の

場
で
待
っ
て
い
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
し
便
器
に
汚
れ
が
あ
る
場
合
は
、
個
室

内
に
あ
る
水
と
ブ
ラ
シ
を
使
用
し
て
軽
く

洗
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
便
槽
内
に
は
備
え
付
け
の
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
以
外
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
ビ
ニ
ー
ル
製
品
や
金
属
等
は
バ
ク
テ

リ
ア
が
分
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
一
方
で
食
品
の
残
飯
等
は
分
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
災
害
時
等
に
は
一
時

的
な
コ
ン
ポ
ス
ト
の
役
割
も
可
能
で
す
。

　
便
槽
の
処
理
能
力
は
無
制
限
で
は
あ
り

せ
ん
。
通
常
の
利
用
で
あ
れ
ば
、
１
日
当

た
り
30
回
か
ら
50
回
の
利
用
が
可
能
で

す
。
現
在
の
本
郷
運
動
場
の
利
用
状
況
で

あ
れ
ば
、
処
理
能
力
を
超
え
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
利
用
の

際
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
特
に
尿
に
よ

る
水
分
量
の
増
加
に
注
意
が
必
要
で
す

が
、
30
回
か
ら
50
回
を
超
え
る
利
用
が
見

込
ま
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
ヒ
ー
タ
ー
の

温
度
を
高
め
に
設
定
す
る
等
対
応
が
可
能
で

す
の
で
、
安
心
し
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
バ
イ
オ
ト
イ
レ
は
環
境
に
配
慮
し
た
と

て
も
エ
コ
な
ト
イ
レ
で
す
が
、
適
切
な
管

理
と
少
し
の
気
遣
い・理
解
が
必
要
で
す
。

多
く
の
も
の
が
便
利
に
な
っ
て
い
く
現
代

で
す
が
、
少
し
足
を
止
め
て
こ
の
ト
イ
レ

を
使
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
将
来
に
向

け
て
何
か
必
要
な
も
の
が
見
つ
か
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

バ
イ
オ
ト
イ
レ
の
使
用
日
程

　
バ
イ
オ
ト
イ
レ
の
使
用
開
始
は
本
郷
運

動
場
の
冬
季
閉
鎖
期
間
明
け
、
３
月
中
旬

頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。年
間
の
利
用
は
、

３
月
か
ら
11
月
ま
で
と
な
る
予
定
で
す
。

便
槽
を
温
め
る
ヒ
ー
タ
ー
機
能
も
付
い
て

い
ま
す
の
で
、
冬
季
期
間
の
使
用
は
状
況

に
応
じ
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

▲目隠し用のフェンスがあるので、
安心してご利用いただけます。一番
右は女性専用にしています。

使い方が個室内に使い方が個室内に
しっかり書いてあしっかり書いてあ
ります。ります。

女性専用です！
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長野県では接種加速化のため、２月より県が設置す
る 13 か所の会場 ( 伊那文化会館、飯田エスバードなど )
において３回目接種が実施されています。２回目接
種日から６か月以上経過している方を対象に、専用
予約サイトまたは電話申し込みにて予約を行うこと
が出来ます。
※ ２回目接種日から６か月以上経過している必要が

あります。
※ 予約には市町村から発行された３回目追加接種用

の予診票兼接種券が必要です。

問 健康福祉課 保健医療係

新型新型コロナワクチン接種コロナワクチン接種 3回目 
追加接種

情報

 ◆専用予約システム 
（インターネット予約 または 電話予約）

接種会場・日時は随時更新されています。
予約方法・接種会場の詳細は長野県ホームページ
をご確認ください。
▼予約電話番号
　026-480-0400
▼ 県ホームページ
　 https://www.pref.nagano.lg.jp/kansensho-

taisaku/vaccine/kensessyu.html

県会場接種の予約方法

◀飯島町の３回目接種
のお知らせは緑色の大
きな封筒で郵送いたし
ます。お手元に届きま
したら、必ず開封して
確認をお願いします。

２回目接種日から６か月以上経過している方で 
次の項目に該当する方

・医療従事者等、高齢者施設等従事者の方
・ 高齢者の方 

（令和３年度中に 65 歳以上になる方）
・ エッセンシャルワーカー 

（生活支援関係事業者、学校等）
※詳しくは長野県ホームページをご覧ください。
なお、予約に空きがあれば県内にお住まいの満18歳
以上の方も予約することが出来ます。

県会場での接種対象者

接種会場へ行く際のお願い

県会場で接種される場合には予診票兼接種券を事前に発行することができますので、
新型コロナワクチン専用ダイヤル  ☎ 0265-86-8123 までお問合せください。

T シャツに厚手のゆった
りとしたカーディガンや
前開きのジャケットを羽
織るなど、簡単に腕を出
せるような服装で会場
へお越しください。

+

ボタンの多いワイシャ
ツや厚手のセーターな
どすぐに脱げないもの、
腕を出しにくい服装は
避けてください。

① 予診票兼接種券 ( Ａ３サイズ ) が届いた
方は予防接種済証と切り離してお持ちく
ださい。

手で簡単に切り離せます

☆ そのほかに本人確認書類
( 保 険 証、免 許 証 など )、
お薬手帳などをお持ちくだ
さい。県会場への持ち物に
ついては県ホームページを
ご確認ください。

② 肩まで腕が出せる服装で会場に 
お越しください。

暖かくして
お越しください

切
り
離
す

当日は必ず、切り離
した用紙を２枚とも
お持ちください。

↓予診票は記入

長野県会場での

▲県ＨＰ

2022

3.13(⽇）

�

開場13:00

飯島町⽂化館�⼤ホールで上映決定！

⼊場料

⼀ 般   1,500円（当⽇1,800円）

⾼校⽣以下  800円（当⽇1,000円）

上映14:00

★チケット販売先

【�飯島町�】飯島町⽂化館・飯島町教育委員会・ヤナギヤ・Aコープ七久保店

【駒ケ根市】ベルシャイン駒ケ根 ��� 【�宮⽥村�】ブックスニシザワ宮⽥店

【�飯⽥市�】平安堂（飯⽥店・座光寺店)【�中川村�】ニルス（チャオ内）

【�伊那市�】ベルシャイン伊那店・BOOK�sニシザワ＆CAFÉいなっせ店

�

新型コロナウィルス感染症拡⼤防⽌対策に
ご協⼒お願いいたします。
主催：いいじま⽂化サロン（飯島町教育委員会）〒399-3702 飯島町飯島2529番地☎0265-86-3111  

全席⾃由席
ご来場順にてお席を決めていただきます

©2021�スタジオ地図
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⾼校⽣以下  800円（当⽇1,000円）

上映14:00
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�

新型コロナウィルス感染症拡⼤防⽌対策に
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全席⾃由席
ご来場順にてお席を決めていただきます

©2021�スタジオ地図
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木
造
住
宅
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
へ

令
和
４
年
度  

〝無
料〟  

住
宅
耐
震
診
断
【
事
前
申
請
】

耐
震

問 

建
設
水
道
課 

調
査
計
画
係

　
町
で
は
、
地
震
に
よ
る
木
造
住
宅
の
倒
壊
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
専
門
家
を
派
遣
し
て
住
宅
の
耐
震
性
を

無
料
で
診
断
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
耐
震
診
断
で
自
分
の
家
の
強
度
を
知
り
、
大
地
震
に
備
え

た
改
修
工
事
や
建
替
え
の
検
討
を
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
診
断
件
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

農
業

農
家
の
皆
さ
ん 

青
色
申
告
を
始
め
ま
し
ょ
う

　
青
色
申
告
は
、
農
業
経
営
を
客
観
的
に
つ
か
む
た
め
の
重

要
な
ツ
ー
ル
で
す
。

　
青
色
申
告
に
は
、
税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
ほ
か
、
農

業
経
営
の
新
た
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
、
収
入
保
険

に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
新
た
に
青
色
申
告
を
始
め

る
に
は
、そ
の
年
の
３
月
15
日
ま
で
に
所
管
の
税
務
署
に「
青

色
申
告
承
認
申
請
書
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
青
色
申
告
は
か
ん
た
ん
！

　
青
色
申
告
に
は
、
複
式
簿
記
の
他
に
簡
易
な
方
式
が
あ
り

ま
す
。
簡
易
な
方
式
は
、
白
色
申
告
で
整
理
し
た
帳
簿
の
他

に
、
現
金
出
納
帳
等
を
整
備
し
、
日
々
の
取
引
を
残
高
ま
で

記
帳
す
れ
ば
行
え
ま
す
。

②
収
入
保
険
に
加
入
で
き
ま
す

　
収
入
保
険
は
、
基
準
収
入
の
80
％
（
１
年
分
の
青
色
申
告

実
績
が
あ
る
場
合
）
を
下
回
っ
た
場
合
に
、
差
額
の
９
割
を

補
て
ん
。
自
然
災
害
や
価
格
低
下
な
ど
に
よ
る
販
売
収
入
の

減
少
を
補
償
。
加
入
申
請
時
に
青
色
申
告
実
績
が
１
年
分
あ

れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。

③
メ
リ
ッ
ト
も
た
く
さ
ん
！

　
最
高
で
65
万
円
の
特
別
控
除
が
あ
る
ほ
か
、
損
失
額
の
繰

越
し
や
繰
戻
し
が
で
き
る
、
専
従
者
の
給
与
額
を
必
要
経
費

に
算
入
で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

問 

産
業
振
興
課 

農
政
係

■診断の対象となる住宅

　次の両方に該当する一戸建ての住宅

　（１）昭和56年５月31日以前に着工された住宅

　（２）木造在来工法の住宅

■診断内容

　診断を希望されたお宅に耐震診断士を派遣します。（診断は無料）

　�耐震診断で家の強さに点数がつきます。建築基準法で定められている

最低限の強さ1.0を基準に、診断の点数から安全性を評価し、耐震改

修方法と概算工事費の提案を行います。

■申込先　　建設水道課調査計画係�

0.1 0.4 0.7 1.0 1.3評点

高い低い 安全性の度合

この診断を受けた住宅は耐震改修工事に補助金がご利用いただけます。
「飯島町住宅耐震補強事業補助金」

※ 申請者の所得要件があります。また、件数に限りがありますので事前にご相談ください。

■対象となる住宅・工事
　（１）耐震診断の結果総合評点が 1.0 未満の既存木造住宅
　（２） 工事後の総合評点が 0.7 以上かつ工事前の総合評点を超える 

耐震補強工事
■助成額　耐震改修工事費の５分の４以内　１戸あたり上限 100 万円
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ね
ん
き
ん
広
報

年
金

問 

住
民
税
務
課 

住
民
係

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が

免
除
に
な
り
ま
す

　
産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料

が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◆
対
象
者

　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
、
平

成
31
年
２
月
１
日
以
降
に
出
産
を
し
た
方

◆
免
除
期
間

　
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す

る
月
の
前
月
か
ら
４
か
月
間
の
国
民
年

金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　（ 

多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
３
か
月
前

か
ら
６
か
月
間
）

※ 

出
産
と
は
、
妊
娠
85
日
（
４
か
月
）

以
上
の
出
産
を
い
い
ま
す
。

◆
届
出
時
期

　
出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か
ら

※
早
め
の
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
産
前
産
後
の
期
間
の
取
り
扱
い

　
産
前
産
後
期
間
と
し
て
認
め
ら
れ
た

期
間
は
、
保
険
料
を
納
付
し
た
も
の
と

し
て
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
に
反
映

さ
れ
ま
す
。

◆
届
出
先
　
住
民
税
務
課 

住
民
係

新
型
コ
ロ
ナ 

米
価
下
落
減
収
農
家
支
援
補
助
金

農
業

問 

産
業
振
興
課 

農
政
係

農
業
再
生
協
議
会　

事
務
所
移
転
に
つ
い
て

農
業

問 

産
業
振
興
課 

農
政
係

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

伴
う
主
食
用
米
の
価
格
下
落
等
に
よ
り
減

収
し
た
農
業
経
営
者
を
支
援
す
る
た
め
、

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
支
援
対
象
と
な
る
農
業
者

【
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
】

① 

令
和
３
年
度
営
農
計
画
書
等
に
従
い
、

面
積
10
ａア

ー
ルを

超
え
る
水
稲
作
付
け
を
行

っ
た
方

② 

令
和
４
年
度
以
降
も
農
業
を
継
続
す
る

意
思
の
あ
る
方

③
町
内
に
住
所
等
の
あ
る
農
業
経
営
者

④ 

町
税
そ
の
他
義
務
的
納
金
を
滞
納
し
て

い
な
い
方

⑤ 

暴
力
団
等
反
社
会
勢
力
に
該
当
し
な
い
方

■
補
助
内
容

　
補
助
金
の
算
定
は
、
令
和
３
年
度
営

農
計
画
書
に
従
っ
て
行
わ
れ
た
水
稲
作

付
面
積
（
町
農
業
再
生
協
議
会
が
通
知

し
た
水
稲
作
付
目
安
面
積
を
上
限
）か
ら
、

自
家
消
費
相
当
分
と
し
て
一
律
10
ａ
を
差

し
引
い
た
面
積
を
も
と
に
行
い
ま
す
。

　
補
助
金
額
は
、
前
述
の
面
積
に
10
ａ

当
た
り
４
５
０
０
円
を
乗
じ
た
金
額

（
た
だ
し
、
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

　
該
当
者
に
は
申
請
書
を
郵
送
し
て
い

ま
す
。

■
申
請
期
限

　
２
月
28
日
（
月
）

●
お
問
合
せ

　
産
業
振
興
課 

農
政
係 
内
線
165

◆
そ
の
他

　
届
出
用
紙
は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
ま
た
は
役
場
住
民
係
窓

口
、
年
金
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。
届
出
時

期
等
に
よ
り
添
付
書
類
が
異
な
り
ま
す
の

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ

　
住
民
税
務
課 

住
民
係 

内
線
158

　
伊
那
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

　
☎
０
２
６
５-

７
６-

２
０
９
９

年
金
相
談
・
お
手
続
き
の
際
は 

ぜ
ひ
ご
予
約
を
！

　
年
金
事
務
所
で
は
、
年
金
相
談
や
年
金

請
求
手
続
き
に
つ
い
て
、
お
待
た
せ
す
る

時
間
の
少
な
い
「
予
約
相
談
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
予
約
相
談
希
望
日
の
１
か
月
前
か
ら
前

日
ま
で
、
お
電
話
ま
た
は
年
金
相
談
窓
口

で
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

●
ご
予
約
・
お
問
合
せ

　
伊
那
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　
☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐
４
８
９
０

　（
予
約
受
付
専
用
電
話
）

　
☎
０
２
６
５
‐
７
６
‐
２
３
０
１

　
※
音
声
案
内

　
１
→
２

　
こ
れ
ま
で
、
旧
Ｊ
Ａ
飯
島
支
所
営
農
資
材
店
の
敷
地
内
に
あ
り
ま
し
た
「
飯
島

町
農
業
再
生
協
議
会
」
の
事
務
所
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
移
転
い
た
し
ま
す
。

■
移
転
場
所
　
エ
コ
ー
シ
テ
ィ
・
駒
ヶ
岳
　
飯
島
支
局
内
（
飯
島
町
役
場
東
側
）

■
移
転
期
日

　
２
月
21
日
（
月
）
か
ら
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小
正
月
の
伝
統
行
事 

日
曽
利
地
区
「
か
さ
ん
ぼ
こ
」

　
１
月
中
旬
、
豊
作
や
商
売
繁
盛
、
家
内
安

全
を
願
い
正
月
飾
り
な
ど
を
燃
や
す
光
景
が

町
内
各
所
で
見
ら
れ
ま
し
た
。「
ど
ん
ど
焼

き
」「
ほ
ん
や
り
」「
か
さ
ん
ぼ
こ
」
な
ど
飯

島
町
の
中
で
も
地
域
、
地
区
に
よ
り
呼
び
名

が
異
な
っ
て
い
ま
す
。

　
１
月
９
日
、
日
曽
利
地
区
で
は
夕
方
か
ら

「
か
さ
ん
ぼ
こ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
か
さ

ん
ぼ
こ
は
、
正
月
飾
り
を
１
か
所
に
集
め
、

７
メ
ー
ト
ル
の
竹
の
上
に
和
傘
と
竹
串
に
花

飾
り
を
付
け
た
も
の
が
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
日
曽
利
地
区
で
は
一
時
中
断
さ
れ
た
時
期

も
あ
り
ま
し
た

が
、
昭
和
63
年

に
復
活
し
て
以

来
、
毎
年
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

前
日
か
ら
竹

を
伐き

り
出
し
た

り
、
花
飾
り
を

作
っ
た
り
と
準

備
が
行
わ
れ
、

当
日
の
朝
、
門

松
な
ど
正
月
飾

り
が
集
め
ら
れ

形
が
作
ら
れ
ま

し
た
。

　
日
が
暮
れ
始
め
た
午
後
５
時
に
点
火
さ

れ
、
勢
い
よ
く
燃
え
て
い
き
ま
し
た
。
竹
が

倒
れ
る
と
住
民
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、
花
飾

り
を
手
に
し
て
い
ま
し
た
。
花
飾
り
は
丸
め

て
無
病
息
災
や
家
内
安
全
を
願
っ
て
玄
関
に

飾
る
の
が
習
わ
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

　
１
月
８
日
、
飯
島
町
歴
史
民
俗
資
料
館
・

飯
島
陣
屋
で
「
ま
ゆ
玉
づ
く
り
＆
書
初
め
カ

レ
ン
ダ
ー
づ
く
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ゆ
玉
づ
く
り
は
、
養
蚕
が
盛
ん
だ
っ
た

こ
ろ
に
ま
ゆ
の
豊
作
を
願
っ
て
小
正
月
（
１

月
15
日
）
に
行
わ
れ
て
い
た
行
事
で
す
。
こ

の
日
は
飯
島
陣
屋
の
正
面
に
設
置
さ
れ
た
ソ

ヨ
ゴ
の
枝
に
参
加
者
が
次
々
と
ま
ゆ
玉
を
付

け
て
い
き
ま
し
た
。

　 小
正
月
の
伝
統
行
事
を
体
験 

ま
ゆ
玉
づ
く
り
＆
書
初
め

　
飯
島
陣
屋
記
念
館
で
は
書
初
め
カ
レ
ン
ダ

ー
づ
く
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
書
道
家
の
堀ほ

り

越こ
し

寿じ
ゅ

嵓が
ん

先
生
の
指
導
で
用
意
さ
れ
た
紙
に
今

年
の
目
標
や
願
い
な
ど
を
書
き
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
行
わ
れ
、
堀
越
先
生
の
圧
巻
の
筆
さ
ば

き
に
参
加
者
か
ら
は
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

▲同じく小正月に行わ
れてきた鬼を遠ざける
おまじない「鬼木」も
木を自分たちで割って
作りました。

▲超ビッグな書初めは、役場西庁舎入口
ホールに展示していますのでぜひご覧く
ださい。
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成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

令
和
３
年
度

　
飯
島
町
成
人
式

　
１
月
２
日
、
令
和
３
年
度
の
成
人
式
が
飯

島
町
文
化
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
初

は
８
月
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
の
悪
化
に
よ
り
１
月
へ

延
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
12
年
４
月
２
日
～
平
成
13
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
方
が
対
象
で
対
象
者
１
０
６
名

の
う
ち
こ
の
日
は
約
６
割
の
成
人
者
が
集
ま

り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
で
事
前

に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
し
、
マ
ス
ク
を
着
用

し
て
の
式
典
と
な
り
ま
し
た
。
例
年
の
夏
の

開
催
と
は
違
い
、振
り
袖
姿
も
多
く
見
ら
れ
、

一
段
と
華
や
か
な
成
人
式
と
な
り
ま
し
た
。

　
成
人
者
代
表
の
塩し

お

澤ざ
わ

伊い

織お
り

さ
ん(

写
真
中

段
右)

は
あ
い
さ
つ
の
中
で
「
こ
の
町
で
育

っ
た
こ
と
を
誇
り
に
、
学
ん
だ
こ
と
を
糧
に

成
人
者
そ
れ
ぞ
れ
邁
進
し
て
い
く
」
と
決
意

を
語
り
ま
し
た
。

　１月１日、信州いいじま山を

楽しむ会と飯島地区地域づくり

委員会が元旦恒例の御嶽山への

初日の出登山を行いました。

　一般参加者を含めた15名が参

加し、天候に恵まれた山頂で新

年の門出を祝いました。

　山を楽しむ会の田島会長と飯

島地区地域づくり委員会の生田

会長は「コロナ禍の中でこんな

に清々しい初日の出を見られる

ことは幸せであるとともにコロ

ナ感染が早く収束してほしい」

と語りました。
(写真・文章：信州いいじま山を楽し

む会�寄稿)

地
域
の
人
権
を
守
る
活
動 

人
権
擁
護
委
員
委
嘱
・
感
謝
状
贈
呈

　
１
月
21
日
、
飯
島
町
人
権
擁
護
委
員
の
委

嘱
状
伝
達
と
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
１
月
１
日
付
で
、
竹た

け

澤ざ
わ

綾あ
や

子こ

さ
ん(

柏

木)

と
川か

わ

村む
ら

裕ひ
ろ

彦ひ
こ

さ
ん
（
北
河
原
）
が
法
務

大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
竹
澤
さ
ん
は
２
期
目
、
川
村
さ
ん
は
新

任
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
令
和
３
年
12
月
31

日
付
で
退
任
さ
れ
た
中な

か

村む
ら

敬た
か
しさ

ん
（
南
割
）

へ
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
中
村
さ
ん

は
、「
任
期
中
、

相
談
を
受
け

る
際
に
は
中

立
の
立
場
で

の
ア
ド
バ
イ

ス
を
心
が
け

て
き
た
。」
と

語
ら
れ
ま
し

た
。

　１月27日、新型コロナウイル

ス感染症の拡大を受け、長野県

では初となる「まん延防止等重

点措置」が適用されました。

　新型コロナウイルスは注意し

ていても、誰もが感染する可能

性があります。感染者やそのご

家族、濃厚接触者などへの差別

は絶対にやめましょう。

( 写真右から ) 竹澤さん、中村さん、川村さん
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こ　
　
　

 

「
お
み
せ
や
さ
ん

　
い
っ
ぱ
い
」

　
　
　
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
人ひ

と

　
　
　
　
　
七な

な

く
ぼ
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う 

一い
ち

年ね
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大お

お

嶋し
ま

　
興こ

う

平へ
い

誕た
ん

生
じ
ょ
う

日び

会か
い

　
24
日に

ち

、
誕た

ん

生
じ
ょ
う

日び

会か
い

が
あ
り
ま

し
た
。
毎ま

い

月つ
き

そ
の
月つ

き

に
生う

ま
れ

た
お
子こ

さ
ん
を
対た

い

象し
ょ
うに

、
写し

ゃ

真し
ん

と
、
本ほ

ん

人に
ん

の
手て

形が
た

の
入は

い

っ
た
お

誕た
ん

生
じ
ょ
う

日び

カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
、
歌う

た

を
う
た
っ
て
お
祝い

わ

い
を

し
て
い
ま
す
。
今こ

ん

月げ
つ

は
４
人に

ん

の

お
友と

も

達だ
ち

が
誕た

ん

生
じ
ょ
う

日び

を
迎む

か

え
、
好す

き
な
食た

べ
物も

の

は
『
い
ち
ご
』『
み

か
ん
』と
教お

し

え
て
く
れ
ま
し
た
。

「
お
め
で
と
う
」
の
み
ん
な
の

拍は
く

手し
ゅ

に
少す

こ

し
は
に
か
ん
だ
様よ

う

子す

で
、
お
友と

も

達だ
ち

も
お
母か

あ

さ
ん
も
、

に
こ
や
か
で
し
た
。
毎ま

い

月つ
き

実じ
っ

施し

し
て
い
ま
す
の
で
、
誕た

ん

生
じ
ょ
う

月づ
き

の

お
子こ

さ
ん
は
ぜ
ひ
ご
参さ

ん

加か

く
だ

さ
い
。
も

ち
ろ
ん
、

お
祝い

わ

い
す

る
側が

わ

の
参さ

ん

加か

も
お
待ま

ち
し
て
い

ま
す
。

親お
や

子こ

リ
ト
ミ
ッ
ク
教

き
ょ
う

室し
つ

　
親お

や

子こ

で
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
と

れ
る
親お

や

子こ

リ
ト
ミ
ッ
ク
教

き
ょ
う

室し
つ

を

木き
の

下し
た

妙た
え

子こ

先せ
ん

生せ
い

を
講こ

う

師し

に
迎む

か

え

『
ベ
ビ
ー
リ
ト
ミ
ッ
ク
』『
キ
ッ

ズ
リ
ト
ミ
ッ
ク
』
の
２
教

き
ょ
う

室し
つ

に

分わ

か
れ
て
行

お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。
親お

や

子こ

で
同お

な

じ
音お

ん

楽が
く

を
聴き

い
て
手て

と

手て

を
合あ

わ
せ
て
踊お

ど

っ
た
り
、
ワ

ク
ワ
ク
す
る
気き

持も

ち
を
共

き
ょ
う

有ゆ
う

し

た
り
、
楽た

の

し
い
時じ

間か
ん

を
過す

ご
し

て
い
ま
す
。
ま
た
季き

節せ
つ

に
あ
っ

た
製せ

い

作さ
く

も
取と

り
入い

れ
て
い
て
、

今こ
ん

回か
い

は
コ
ピ
ー
用よ

う

紙し

と
ス
ト
ロ

ー
を
使つ

か

っ
て『
よ
く
飛と

ぶ
た
こ
』

を
作つ

く

り
、
み
ん
な
で
楽た

の

し
く
遊あ

そ

び
ま
し
た
。 １

が
つ
の 

で
き
ご
と
か
ら
…

　
ぼ
く
た
ち
は
、
か
み
ね
ん
土ど

で
い
ろ

い
ろ
な
も
の
を
つ
く
り
ま
し
た
。
一い

ち

日に
ち

入
に
ゅ
う

学が
く

で
ほ
い
く
え
ん
の
年ね

ん

ち
ょ
う
さ
ん

と
お
み
せ
や
さ
ん
ご
っ
こ
を
す
る
と
き

に
、
う
る
も
の
を
つ
く
り
ま
し
た
。
お

す
し
、
く
だ
も
の
、
パ
ン
、
ケ
ー
キ
、

き
ょ
う
り
ゅ
う
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
ぼ
く
は
、
き
ょ
う
り
ゅ
う
や
さ
ん
を

や
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
あ
ゆ
む
く
ん

と
そ
う
わ
く
ん
と
い
っ
し
ょ
に
つ
く
り

ま
し
た
。
グ
ア
ン
ロ
ン
グ
、
ス
ピ
ノ
サ

ウ
ル
ス
、
プ
レ
シ
オ
サ
ウ
ル
ス
、
デ
ィ

ロ
フ
ォ
サ
ウ
ル
ス
、
オ
ル
ニ
ト
ケ
イ
ル

ス
を
つ
く
り
ま
し
た
。
え
の
ぐ
で
い
ろ

を
ぬ
り
ま
し
た
。

　
ぼ
く
た
ち
が
つ
く
っ
た
も
の
を
、
い

っ
ぱ
い
か
っ
て
も
ら
う
の
が
た
の
し
み

で
す
。

　【
原げ

ん
ぶ
ん文

の
ま
ま
掲け

い
さ
い載

し
て
い
ま
す
】
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ひまわりっこひまわりっこ

飯
いい

島
じま

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

　一
いち

年
ねん

二
に

組
くみ

　大
おお

原
はら

 隼
しゅんた

太

　僕
ぼく

は、飯
いい

島
じま

町
まち

がスポーツを楽
たの

しめる町
まち

に

なったらいいなと思
おも

います。僕
ぼく

は、小
しょう

学
がく

生
せい

まで「飯
いい

島
じま

Ｆ
えふ

Ｃ
しー

」というチームでサッカー

をしていたので、少
すこ

し前
まえ

から計
けい

画
かく

されてい

る、柏
かしわ

木
ぎ

グラウンドを人
じん

工
こう

芝
しば

にするという

のを実
じつ

現
げん

して欲
ほ

しいなと思
おも

います。今
いま

は、

飯
いい

島
じま

Ｆ
えふ

Ｃ
しー

の練
れん

習
しゅう

と、サッカーのリーグ戦
せん

で

時
とき

々
どき

使
し

用
よう

されるくらいなので、人
じん

工
こう

芝
しば

にな

れば、町
ちょう

外
がい

からの利
り

用
よう

者
しゃ

が増
ふ

えて、大
おお

きな

大
たい

会
かい

も開
ひら

けるようになり、飯
いい

島
じま

町
まち

もにぎや

かになると思
おも

います。

　そして、土
つち

のグラウンドだと冬
ふゆ

の間
あいだ

、ぐ

ちゃぐちゃになってしまい、思
おも

いきりサッ

カーができなくて、物
もの

足
た

りなかったので、

人
じん

工
こう

芝
しば

になれば一
いち

年
ねん

中
じゅう

サッカーが楽
たの

しめる

と思
おも

います。

　子
こ

供
ども

も大
お と な

人も思
おも

いきりスポーツを楽
たの

しめ

る町
まち

になったらいいなと思
おも

います。

　【原
げん

文
ぶん

のまま掲
けい

載
さい

しています】

飯
いい

島
じま

東
とう

部
ぶ

保
ほ

育
いく

園
えん

の年
ねんちょう

長さんたち

「大
おお

きくなったら

　　　　　　　　何
なに

になりたい？」

飯
いい

島
じま

小
しょう

学
がっ

校
こう

　５年
ねん

２組
くみ

（体
たい

育
いく

）

　　吉
よし

澤
ざわ

 由
よし

範
のり

 先
せんせい

生

令
れい

和
わ

３年
ねん

４月
がつ

、高
たか

森
もち

町
ちょう

立
りつ

高
たか

森
もり

南
みなみ

小
しょう

学
がっ

校
こう

から飯
いい

島
じま

小
しょう

学
がっ

校
こう

へ。

駒
こま

ヶ
が

根
ね

市
し

出
しゅっ

身
しん

・在
ざい

住
じゅう

。

Ｑ．モットーは？　　　Ａ．大
だい

道
どう

闊
かっ

歩
ぽ

Ｑ．好
す

きな食
た

べ物
もの

は？　Ａ．ラーメン

Ｑ．先
せん

生
せい

になったきっかけは？

Ａ．�小
しょう

学
がっ

校
こう

２・３年
ねん

生
せい

の時
とき

の先
せん

生
せい

が最
さい

高
こう

だった。

Ｑ．今
いま

、はまっているもの (こと )は？

Ａ．�ずっとラーメン、家
か

庭
てい

菜
さい

園
えん

はじめました。

Ｑ．最
さい

近
きん

嬉
うれ

しかったことは？

Ａ．�家
か

族
ぞく

が増
ふ

えそうです。

Ｑ．飯
いい

島
じま

町
まち

で気
き

に入
い

っている所
ところ

は？

Ａ．�国
こく

道
どう

から学
がっ

校
こう

へ上
あ

がっていく道
みち

の遠
とお

くまで見
み

渡
わた

せ

る景
け

色
しき

Ｑ．町
まち

や学
がっ

校
こう

の印
いんしょう

象は？

Ａ．整
ととの

った雰
ふん

囲
い

気
き

のすみよい学
がっ

校
こう

Ｑ．夢
ゆめ

・目
もく

標
ひょう

は？

Ａ．(自
じ

分
ぶん

でラーメンをつくって)至
し

高
こう

の一
いっ

杯
ぱい

にたどりつく

Ｑ．町
まち

の皆
みな

さんに一
ひとこと

言

Ａ．�飯
いい

島
じま

町
まち

の皆
みな

さん、こんにちは。おかげさまで飯
いい

島
じま

の元
げん

気
き

で素
す

直
なお

で優
やさ

しい子
こ

どもたちに恵
めぐ

まれて毎
まい

日
にち

楽
たの

しくすごさせていただいております。これから

もよろしくお願
ねが

いします。

しょうぼうししょうぼうし こうじやさんこうじやさん けいさつかんけいさつかん

※３月号では飯島保育園の年長さんと飯島東部保育園の年長さんを
　あわせて掲載いたします。
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第
11
回
飯
島
町
囲
碁
ボ
ー
ル
大
会 

町
長
杯 

参
加
チ
ー
ム
募
集
！

　
今
年
度
の
囲
碁
ボ
ー
ル
大
会
町
長
杯

は
、
飯
島
体
育
館
改
修
完
成
披
露
も
兼
ね

て
、
い
つ
も
よ
り
規
模
を
大
き
く
し
て
開

催
す
る
予
定
で
す
。
囲
碁
ボ
ー
ル
は
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
世
代
が
一
緒
に

な
っ
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ

ん
。
初
め
て
の
方
で
も
優
勝
す
る
チ
ャ
ン

ス
が
あ
り
ま
す
。
上
位
入
賞
チ
ー
ム
に
は

豪
華
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
ご
家
族
や
友

人
と
３
名
で
ひ
と
つ
の
チ
ー
ム
を
組
ん

で
、お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、

大
会
優
勝
チ
ー
ム
は
囲
碁
ボ
ー
ル
発
祥
の

地
兵
庫
県
丹
波
市
で
開
催
さ
れ
る
大
会
へ

飯
島
町
代
表
と
し
て
参
加
す
る
予
定
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

状
況
に
よ
り
中
止

に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、

会
場
が
密
に
な
る

こ
と
を
避
け
る
た

め
、
募
集
チ
ー
ム

は
先
着
12
チ
ー
ム

と
し
ま
す
。

３
月
の
テ
ー
マ

１ 

選
ば
れ
た
作
品
を
読
ん
で
み
よ
う 

　
～
２
０
２
１
年
受
賞
作
～

　
２
０
２
１
年
直
木
賞
受
賞
作
『
黒
牢
城
』

（
米
澤
穂
信
・
著
）、『
塞
王
の
楯
』（
今
村
翔

吾
・
著
）、
芥
川
賞
受
賞
作
『
彼
岸
花
が
咲

く
島
』（
李
琴
峰
・
著
）、『
貝
に
続
く
場
所

に
て
』（
石
沢
麻
衣
・
著
）、
本
屋
大
賞
『
52

ヘ
ル
ツ
の
ク
ジ
ラ
た
ち
』（
町
田
そ
の
こ
・
著
）

な
ど
の
受
賞
作
品
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

２ 

新
生
活
を
応
援
し
ま
す

　
～
進
級
・
進
学
・
就
職
・
田
畑
の
準
備
～

　
４
月
か
ら
の
進
学
・
就
職
に
向
け
た
準
備

は
お
済
み
で
す
か
。
新
生
活
に
は
物
の
準
備

だ
け
で
な
く
、
心
の
準
備
も
大
切
で
す
。
カ

バ
ン
の
中
に
、
あ
な
た
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ

と
な
る
一
冊
を
お
忘
れ
な
く
。

　
そ
し
て
３
月
は
、
田
畑
の
準
備
も
始
ま
り

ま
す
。
昨
年
の
反
省
か
ら
、
今
年
こ
そ
は

と
意
気
込

ん
で
い
る

皆
さ
ん
に

お
す
す
め

の
１
冊
を

紹
介
し
ま

す
。

新
着
本
情
報

新
着
本
情
報

『
お
な
じ
星
を
み
あ
げ
て
』

　
ジ
ャ
ッ
ク
・
ゴ
ー
ル
ド
ス
テ
ィ
ン
作
・
絵

辻
　
仁
成
・
訳

　
星
の
好
き
な
二
人
の
子
ど
も
が
偶
然
公

園
で
出
会
い
、
宇
宙
へ
の
思
い
を
持
ち
続

け
る
よ
う
に
な
る
。
宗
教
・
習
慣
の
違
い

で
、
や
が
て
二
人
は
離
れ
離
れ
に
な
っ
て

し
ま
う
。
ど
ん
な
に
分
断
さ
れ
よ
う
と
も
、

同
じ
星
を
見
上
げ
る
私
た
ち
は
同
じ
地
球

に
生
ま
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
。
時
を
隔
て

て
再
会
し
た
二
人
は
、
も
う
離
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
２
０
２
０
年
、
カ
ナ
ダ
児

童
文
学
賞
を
受
賞
し
た
作
品
。

お
し
ら
せ

◇
鎌
倉
文
庫
コ
ー
ナ
ー
の
展
示

　
鎌か

ま

倉く
ら

正ま
さ

晴は
る

様
よ
り
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
書
籍
を
「
鎌
倉
文
庫
」
と
し
て
展
示
し

て
い
ま
す
。
太
平
洋
戦
争
に
関
す
る
文

献
、
昭
和
史
が
中
心
で
す
。
お
す
す
め

は
、復
刻
版
「
朝
日
ク
ロ
ニ
ク
ル
」
で
す
。

１
９
０
１
年
か
ら
２
０
０
０
年
ま
で
の

１
０
０
年
間
の
出
来
事
が
写
真
と
解
説
で

記
録
さ
れ
た
全
１
０
０
冊
の
資
料
で
す
。

ご
自
身
の
生
ま
れ
た
年
の
で
き
ご
と
を
ひ

も
解
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆絵本とあそぶつどい
日時�３月６日(日)
　　�午前10時30分～
場所�こどものひろば
◆おはなしの森 
日時�３月12日(土)
　　�午前10時30分～
場所�こどものひろば
◆休館日
1日・7日・14日・22日・ 
28日・31日

スケジュール

■
日
時
　
３
月
19
日
（
土
）

　【
受
付
】

　
午
前
８
時
10
分
か
ら
８
時
30
分
ま
で

■
会
場

　
飯
島
体
育
館

■
募
集
チ
ー
ム
数

　
12
チ
ー
ム（
先
着
順
）

※ 

募
集
チ
ー
ム
数
が
12
チ
ー
ム
に
達
し
て

い
な
い
場
合
は
期
限
後
で
も
受
け
付
け

ま
す
。

■
申
込
先

　
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
係

■
申
込
方
法

　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

教
育
委
員
会
へ
直
接
持
参
す
る
か
、
い
い

ち
ゃ
ん
ポ
ス
ト
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
込
書
は
教
育
委
員
会
ま
た
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

■
申
込
締
切
　
３
月
11
日
（
金
）

■
参
加
費
　
無
料

練
習
コ
ー
ト
を
設
置
し
ま
す
！

　
大
会
に
向
け
て
練
習
を
し
た
い
方
の
た

め
に
、
練
習
コ
ー
ト
を
設
置
し
ま
す
。

■
設
置
期
間

　
３
月
16
日
（
水
）、
17
日
（
木
）

■
時
間
　
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

※ 

混
雑
を
避
け
る
た
め
事
前
の
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
お
問
合
せ
先

　
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
係 

内
線
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１月の戸籍

　

短　

歌

コ
ロ
ナ
禍
を
よ
そ
目
に
眠
る
桜
芽
の

　
春は

る

花は
な

染
め
て
散
り
去
り
て
ま
ほ
し織

田
信
行

塩
見
岳
曙
光
を
分
け
て
北き

た

南
み
な
み

　
ひ
ら
け
明
け
ゆ
く
伊
那
の
國
原

市
村
通
泰

三
が
日
過
ぎ
れ
ば
疲
れ
ど
っ
と
き
て

　

無
理
の
利
か
な
い
年
を
諾
う

桃
澤
美
寿
々

あ
や
か
り
て
目
出
た
き
も
の
の
蕎
麦
食
す

　
細
く
長
く
と
年
越
し
そ
ば
を

上
前
　
守

知
ら
ぬ
間
に
い
た
わ
る
心
失な

く
し
て
た

　
こ
れ
を
恥
じ
る
新
雪
の
朝

鳳
来
山
人

　

俳　

句　

寒
明
け
や
岳
仰
ぎ
身
の
引
き
締
ま
る星

野
政
寛

実
南
天
朝
日
を
浴
び
て
色
を
増
し

森
谷
俊
子

去
年
今
年
切
れ
ぬ
談
笑
三
世
代

土
村
ま
さ
子

出
逢
い
か
ら
違
う
世
界
へ
冬
の
虹三

石
な
る
み

湯
の
た
ぎ
る
音
重
な
る
や
雪
催

片
桐
千
代

　　こんにちは赤ちゃん

　紫
し

芝
しば

　彩
あや

成
な

ちゃん　（新田）

　　　　和
かず

哉
や

・真
ま

友
ゆ

美
み

さん

　湯
ゆ

沢
ざわ

　善
ぜん

ちゃん　（上通り）

　　　　寛
ひろし

・絢
あや

佳
か

さん

　林
はやし

　悠
はる

乃
の

ちゃん　（親町）

　　　　俊
しゅん

輔
すけ

・景
けい

子
こ

さん

　　ご冥福をお祈りします

　田
た

中
なか

　貞
さだ

子
こ

さん　95歳（中平）

　芦
あし
部
べ

　禎
さだ

則
のり

さん　95歳（追引）

　田
た

口
ぐち

　道
みち

子
こ

さん　93歳（荒田）

　中
なか

村
むら

　喜
よし

秋
あき

さん　93歳（南割）

　横
よこ

山
やま

　謹
きん

吾
ご

さん　77歳（岩間）

　熊
くま

谷
がい

　謙
けん

一
いち

さん　66歳（中町）

　市
いち

村
むら

　忠
ただし

さん　　90歳（石曽根）

　平
ひら

田
た

　榮
えい

一
いち

さん　85歳（日曽利）

　大
おお

澤
さわ

　一
かず

子
こ

さん　79歳（鳥居原）

　小
こば

林
やし

　傳
つた

子
こ

さん　83歳（新田）

　片
かた

桐
ぎり

　惠
けい

子
こ

さん　67歳（北町）

　小
こ

松
まつ

さかゑ
え

さん　91歳（南町）

※掲載の承諾を頂いた方のみ 
掲載しています。

 田舎の底力! 田舎の底力!
下平洋一町長コラム

　
給
食
セ
ン
タ
ー
が 

　
完
成
間
近
で
す
ね
！

　
そ
う
で
す
ね
。
2
月
末
に
は

完
成
す
る
予
定
で
す
。
約
40
年

前
に
建
て
ら
れ
た
現
在
の
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
で
、
長
い
間
子

ど
も
た
ち
へ
給
食
を
提
供
し
て

き
ま
し
た
が
、
老
朽
化
に
よ
り

移
転
・
新
設
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
建
物
、 

　
中
が
気
に
な
る
～

　

実
は
皆
さ
ん
よ
り
一
足
早

く
、
ほ
ぼ
完
成
に
近
い
状
態
の

内
部
を
見
学
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
コ
ラ
ム
で
少
し
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
す
が
近
代
的
な
施
設
で
、

高
い
衛
生
基
準
を
満
た
す
設
備

や
調
理
の
流
れ
が
考
え
ら
れ
た

機
能
的
な
配
置
、
ア
レ
ル
ギ
ー

食
へ
の
対
応
な
ど
素
晴
ら
し
い

と
感
じ
ま
し
た
。

日頃の公務や想いをタイムリーにお伝えします！
下平洋一ブログ

【URL】 https://shimodaira2929.jp/

　
こ
の
ほ
か
に
も
地
域
の
方

が
子
ど
も
た
ち
と
同
じ
メ
ニ

ュ
ー
を
試
食
い
た
だ
け
る
場

所
も
あ
り
ま
す
。
地
域
に
密

着
し
た
「
食
」
が
発
信
さ
れ

る
施
設
と
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　
私
も
こ
の
施
設
で
作
ら
れ

た
給
食
を
食
べ
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

▲野菜を洗う所です。水道は足元
のスイッチで操作するため、手を
使わなくても操作ができます。

▲扉も手を使わず開
けられるように工夫
がされています。

▲大きな鍋！ハンドル操作で容易
に洗うことができます。
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３３
月月

令
和
３
年
度

令
和
３
年
度  

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
1010
号
）
号
）

　
お
よ
そ
６
５
０
０
万
円
を
追
加

す
る
補
正
予
算
が
承
認
さ
れ
、
一

般
会
計
予
算
総
額
は
、
お
よ
そ

60
億
５
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

■
主
な
内
容
と
補
正
額

【
歳
入
】

・ 

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給

付
金
　
　
　
　
６
５
０
０
万
円

【
歳
出
】

・ 

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給

付
金
　
　
　
　
６
５
０
０
万
円

■
お
問
合
せ

　
企
画
政
策
課 

財
政
係 

内
線
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令
和
３
年
度

令
和
３
年
度  

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
1111
号
）
号
）

　
お
よ
そ
３
億
５
５
０
０
万
円
を

追
加
す
る
補
正
予
算
が
承
認
さ

れ
、
一
般
会
計
予
算
総
額
は
、
お

よ
そ
64
億
６
０
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

■
主
な
内
容
と
補
正
額

【
歳
入
】

・
普
通
交
付
税　

１
億
４
５
０
万
円

・ 

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す

る
臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事
業

補
助
金

　
　
　
８
１
９
０
万
円

・ 

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業

　

(

補
正
予
算
） 

８
３
２
０
万
円

・ 

公
共
事
業
等
債
（
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
事
業
） 

(

補
正
予
算)

　
６
６
８
０
万
円

【
歳
出
】

・ 

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す

る
臨
時
特
別
給
付
金

８
１
９
０
万
円

・
米
価
下
落
減
収
農
家
支
援
事
業

１
６
０
０
万
円

・ 

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業
（
補
正
予
算
）

　
１
億
５
８
７
０
万
円

・
減
債
基
金
積
立

４
９
０
０
万
円

・
予
備
費

　
　
　
１
０
４
０
万
円

■
お
問
合
せ

　
企
画
政
策
課 

財
政
係 

内
線
227

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

　
令
和
元
年
１
月
よ
り
３
年
間
人

権
擁
護
委
員
を
務
め
ら
れ
た
中な

か

村む
ら

敬た
か
しさ

ん
（
南
割
）
が
退
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
新
た
に
川か

わ

村む
ら

裕ひ
ろ

彦ひ
こ

さ
ん
（
北
河

原
）、再
任
で
竹た

け

澤ざ
わ

綾あ
や

子こ

さ
ん
（
柏

木
）
が
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

　
任
期
は
令
和
４
年
１
月
１
日
か

ら
令
和
６
年
12
月
31
日
ま
で
の
３

年
間
で
す
。

※ 
写
真
は
15
頁
の
ま
ち
か
ど
ト
ピ

ッ
ク
ス
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
　

■
お
問
合
せ

　
住
民
税
務
課 
住
民
係 

内
線
158

上
下
水
道
指
定
工
事
店
の
変
更

上
下
水
道
指
定
工
事
店
の
変
更

　
事
業
所
か
ら
の
届
け
出
な
ど
に

よ
り
、
上
下
水
道
の
指
定
工
事
店

が
変
更
と
な
り
、
上
水
道
は
75
、

下
水
道
は
69
の
指
定
業
者
と
な
り

ま
し
た
。
変
更
と
な
っ
た
業
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

■
追
加
指
定
業
者

【
上
・
下
水
道
】

　
有
限
会
社
ア
ク
ア
テ
ッ
ク

（
伊
那
市
）

　
伊
那
市
山
寺
２
３
６
９

　
☎
７
６-

３
９
８
５

■
廃
止
指
定
業
者

【
上
水
道
】

　
株
式
会
社
大
島
建
設（
飯
島
町
）

　
有
限
会
社
五
味
建
設（
飯
島
町
）

　
大

　
創

　
　
　
　
　（
飯
島
町
）

　
林
設
備

　
　
　
　（
駒
ヶ
根
市
）

　
新
井
設
備

　
　
　
　（
中
川
村
）

　
合
資
会
社
サ
ン
・
ピ
ラ
ァ

（
伊
那
市
）

※ 

そ
の
他
の
指
定
業
者
に
つ
い
て
は

水
道
係
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ

　
建
設
水
道
課 

水
道
係 

内
線
133

自
動
車
の
登
録
・
検
査
手
続
き

自
動
車
の
登
録
・
検
査
手
続
き

は
お
早
目
に
！

は
お
早
目
に
！

　
毎
年
、
３
月
下
旬
は
自
動
車
の

検
査
・
登
録
申
請
が
多
く
窓
口
が

大
変
混
み
合
い
ま
す
。
車
検
の
手

続
き
は
、
１
か
月
前
か
ら
受
検
で

き
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
２
月
中

町民と町長のほっと懇談会
３月の開催日

総務課文書情報係　内線215

に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
廃
車
・
名
義
変
更
等
の
手
続
き

は
、
３
月
中
旬
ま
で
に
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
お
問
合
せ(

登
録
・
検
査)

　
松
本
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

　
☎
０
５
０-

５
５
４
０-

２
０
４
３

農
振
除
外
申
請
の
受
付
休
止

農
振
除
外
申
請
の
受
付
休
止

　
飯
島
町
で
は
、
令
和
３
年
度
か

ら
令
和
４
年
度
に
か
け
て
、
農
業

振
興
地
域
整
備
計
画
の
総
合
見
直

し
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
例
年
、

農
振
除
外
の
申
請
受
付
（
随
時
除

外
）を
年
３
回（
４
月
末
、８
月
末
、

12
月
末
締
切
）行
っ
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
見
直
し
に
伴
い
、
令
和
４

年
度
の
申
請
受
付
を
次
の
と
お
り

一
時
休
止
し
ま
す
。

　
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
受
付
休
止

　
令
和
４
年
４
月
末
締
切
分

※ 

令
和
４
年
８
月
末
、
12
月
末
締
切

分
は
通
常
ど
お
り
受
付
し
ま
す
。

■
お
問
合
せ

　
産
業
振
興
課 

農
政
係 

内
線
164

９日(水)午後３時～５時30分
23日(水)午後５時30分～８時
場所：町長室

※�公務の都合により変更とな
ることがあります。事前に
連絡をお願いします。

飯島町交通死亡事故ゼロ500日達成まで あと427日（令和４年１月31日時点）
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広
告

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　
町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。

【
グ
リ
ー
ン
ハ
ー
ト
】

■
募
集
戸
数

　
２
戸

■
所
在
地

　
飯
島
２
５
８
７
番
地
３

　

■
間
取
り

　
　
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

■
設
備

　
駐
車
場
（
有
料
）
・
外
物
置
・

　
オ
ー
ル
電
化
・
ト
イ
レ
水
洗

■
入
居
要
件
世
帯
所
得
月
額

　
15
万
８
千
円
～
48
万
７
千
円

■
家
賃
　
４
万
円
～
４
万
３
０
０
０
円

■
敷
金
　
13
万
円

■
年
齢
要
件

　 

40
歳
未
満
の
子
育
て
世
帯
・ 

夫
婦
世
帯

【
北
梅
戸
住
宅
】

■
募
集
戸
数

　
５
戸

■
所
在
地

　
飯
島
２
４
３
６
番
地
27

　

■
間
取
り

　
３
Ｋ
Ｂ

■
設
備

　
駐
車
場
・
ト
イ
レ
水
洗 

※ 

浴
槽
、
給
湯
器
は
入
居
者
持
ち

込
み

■
入
居
要
件
世
帯
所
得
月
額

　
15
万
８
千
円
以
下

■
家
賃

　
１
万
３
８
０
０
円
～

　
　
　
　
２
万
５
５
０
０
円

■
敷
金

　
入
居
時
の
決
定
家
賃
の
３
か
月
分

【
上
通
り
住
宅
】

■
募
集
戸
数

　
２
戸

■
所
在
地

　
七
久
保
４
４
４
１
番
地
７

　

■
間
取
り

　
３
Ｋ
Ｂ

■
設
備

　 

駐
車
場
・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
・
ト
イ
レ

水
洗
・
浴
室

※
浴
槽
は
入
居
者
持
ち
込
み

■
入
居
要
件
世
帯
所
得
月
額

　
15
万
８
千
円
以
下

■
家
賃

　
１
万
４
４
０
０
円
～

　
　
　
　
３
万
８
０
０
円

■
敷
金

　

　
入
居
時
の
決
定
家
賃
の
３
か
月
分

※ 

い
ず
れ
の
住
宅
も
自
治
会
に
加

入
し
活
動
に
参
加
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
共
益
費
を
負
担
い
た

だ
き
ま
す
。

　 

年
齢
要
件
等
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

■
申
込
・
お
問
合
せ
先

　
建
設
水
道
課 

調
査
計
画
係 

内
線
144

不
動
産
鑑
定
士
無
料
相
談
会

不
動
産
鑑
定
士
無
料
相
談
会

　
不
動
産
評
価
等
に
関
す
る
無
料

相
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時
お
よ
び
会
場

【
伊
那
市
会
場
】

　
４
月
４
日(

月)

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

　
伊
那
市
役
所
３
階
３
０
４
会
議
室

【
飯
田
市
会
場
】

　
４
月
６
日(

水)

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

　
飯
田
市
役
所

　
３
階
Ｃ
３
１
３
会
議
室

　
不
動
産
評
価
に
関
す
る
事
項
に

つ
い
て
不
動
産
鑑
定
士
が
お
答
え

い
た
し
ま
す
。

　
具
体
的
な
内
容
は
、
売
買
、
交

換
、
相
続
、
借
地
、
担
保
、
賃
貸

借
等
に
係
る
不
動
産
評
価
で
す
。

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
次
の
点
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

  © 段�丹映子　無断転載禁止

��「ちいさなジェンダー」ほおずき書籍刊

男女共同参画 マンガ男女共同参画 マンガ

あのコたちあのコたち

２月１日現在の

下水道つなぎ込み率
建設水道課水道係　内線134

公共下水道飯島地区…81.9%↑／公共下水道七久保地区…85.0％→／ 
農業集落排水七久保北部地区…93.2％→／農業集落排水田切南部地区…92.3％→／ 
農業集落排水本郷東部地区…91.4％→／合併浄化槽地区…82.0％→／合計…84.4％→

 新型コロナウィルス感染症に関して－不当な差別や偏見をなくしましょう－
 感染者・濃厚接触者・医療従事者等に対する誤解や偏見に基づく差別は許されません。
 自分がその立場に置かれたときにどのような気持ちになるかを考えて行動しましょう。
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■
任
期
（
２
年
間
）
　
　

　
令
和
４
年
４
月
１
日
～

　
令
和
６
年
３
月
31
日

■
応
募
資
格

・
飯
島
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

・ 

現
職
の
公
務
員
、
議
員
で
は
な

い
方

■
募
集
人
員

　
10
人

■
応
募
方
法

　
応
募
用
紙
に
所
定
の
事
項
を
記

入
の
上
、
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
い

い
ち
ゃ
ん
ポ
ス
ト
等
に
よ
り
総
務

課
文
書
情
報
係
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※ 

用
紙
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い

■
応
募
用
紙
記
載
事
項

　
① 

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

電
話
番
号

　
②
応
募
理
由
等

■
応
募
期
間

　
２
月
21
日
（
月
）
か
ら

　
３
月
７
日
（
月
）
ま
で

※ 

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
合
せ
く

だ
さ
い

■
お
問
合
せ
・
応
募
先

　
総
務
課 

文
書
情
報
係 

内
線
216

【
メ
ー
ル
】

　soum
u@

tow
n.iijim

a.lg.jp

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】

　
８
６-

４
３
９
５

【
町
の
相
談
】

【
町
の
相
談
】

◆
結
婚
相
談

　
３
月
８
日
（
火
） 

　
午
後
６
時
～
午
後
８
時

　
コ
ス
モ
ス
園

　
相
談
員

　
橋
場
み
ど
り

　
☎
０
９
０-

４
７
６
２-

２
８
８
７

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
会

場
が
閉
鎖
対
応
と
な
っ
た
場
合

に
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

◆
教
育
相
談

　
月
～
金
曜
日
（
中
学
登
校
日
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時

　
飯
島
町
文
化
館
内

　
☎
８
６
‐
５
８
７
７

　
相
談
員
　
倉
沢
信
二

※
電
話
相
談
も
受
け
ら
れ
ま
す

◆
子
ど
も
に
関
す
る
家
庭
相
談

　
火
・
木
・
金
曜
日

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
こ
ど
も
室
　
☎
８
６
‐
６
７
１
１

　
相
談
員
　
堀
内
澄
惠

◆
子
育
て
相
談
　
月
～
金
曜
日

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
い
い
っ
子
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
６
‐
８
１
３
１

※
電
話
相
談
も
受
け
ら
れ
ま
す

◆
こ
こ
ろ
の
相
談
（
予
約
制
）

　
３
月
４
日
（
金
）、
23
日
（
水
）

　
午
前
10
時
～
、
午
後
１
時
～

　
相
談
員

　
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　
問
保
健
医
療
係

　
内
線
180

◆
健
康
相
談
・
育
児
相
談

　
３
月
８
日
（
火
）・
22
日
（
火
）

　
午
前
９
時
～
午
前
11
時
30
分

　
問
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
８
６
‐
２
７
０
４

◆
高
齢
者
・
介
護
相
談
日

　
３
月
８
日
（
火
）・
22
日
（
火
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
線
196
・
197

◆
障
が
い
者
相
談

　
３
月
10
日
（
木
）
※
要
事
前
予
約

　
午
前
９
時
～
正
午

　
や
す
ら
ぎ

　
問
地
域
福
祉
係
　
内
線
177

【
町
社
協
の
相
談
】

【
町
社
協
の
相
談
】

◆
弁
護
士
無
料
法
律
相
談

　
３
月
18
日
（
金
）
※
要
事
前
予
約

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

　
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
石
楠
花
苑

　
問
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
８
６-

５
５
１
１

飯島町男女共同参画プラン　心をつなぐまちづくり５　～私たちができること～

「特に女性の参加を促進させましょう。」

○ 
体
調
に
不
安
の
あ
る
方
は
来
場

を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

○ 

マ
ス
ク
の
着
用
お
よ
び
手
指
の

消
毒
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※ 

開
催
地
域
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
警
戒
レ
ベ
ル
５
以
上

の
場
合
、
電
話
相
談
に
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
事
務
局
ま
で

お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

予
約
は
不
要
で
す
。
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ

　
一
般
社
団
法
人

　
長
野
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

　
☎
０
２
６-

２
２
５-

５
２
２
８

再
就
職
へ
の
近
道

再
就
職
へ
の
近
道  

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

　
も
の
づ
く
り
の
仕
事
を
目
指
す

職
業
訓
練
受
講
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

■
募
集
コ
ー
ス

○
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｎ
Ｃ
技
術
科 

○
金
属
加
工
科 

○
電
気
設
備
技
術
科

■
訓
練
期
間
【
６
か
月
間
】

　
４
月
５
日
（
火
）
～

　
９
月
30
日
（
金
）

■
定
員

○
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｎ
Ｃ
技
術
科

　
15
人 

○
金
属
加
工
科 

　
　
　
　 

12
人

○
電
気
設
備
技
術
科

　
　
　
15
人

■
場
所

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
松
本

　
松
本
市
寿
北
７-

17-

１

■
対
象

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
込
み 

 
を
し
て
い
る
方

■
受
講
料

　
無
料

※ 

テ
キ
ス
ト
代
、
作
業
服
代
等
自

己
負
担
あ
り

■
申
込
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
那

■
申
込
締
切

　
３
月
16
日
（
水
）

※ 

毎
月
火
曜
日
３
回
、
午
後
１
時

30
分
か
ら
施
設
見
学
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
松
本 

　
☎
０
２
６
３-

５
８-

３
３
９
２

行
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

行
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

　
町
広
報
紙
や
行
政
番
組
、
町
政

全
般
に
対
し
ご
意
見
を
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し
ま
す
。
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◆
ひ
き
こ
も
り
支
援
事
業

　『
定
例
個
別
相
談
』

　
３
月
９
日
（
水
）
※
要
事
前
予
約

　
①
午
前
９
時
～

　
②
午
前
10
時
30
分
～

　
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
石
楠
花
苑

※
相
談
日
以
外
も
対
応
し
ま
す
。 

　
ま
た
、訪
問
相
談
も
行
い
ま
す
。

　
問
社
会
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議
会

　
☎
８
６-

５
５
１
１

【
そ
の
他
の
相
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】

【
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の
他
の
相
談
】

◆
行
政
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３
月
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（
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４
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談
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吉
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◆
交
通
事
故
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回
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予
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制
）
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月
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日
（
木
）・
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日
（
木
）
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那
合
同
庁
舎
内
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通
事
故
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談
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０
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６
５
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７
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‐
６
８
０
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◆
こ
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ろ
の
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康
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平
日 

午
前
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時
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後
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神
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祉
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☎
０
５
７
０
‐
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６
‐
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５
５
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◆
里
親
制
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巡
回
説
明
会
（
予
約
制
）

　
３
月
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日
（
水
）

　
午
前
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時
～
正
午
（
参
加
費
無
料
）

　
伊
那
公
民
館

 

（
伊
那
市
中
央
５
０
５
２
）

　
問
飯
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児
童
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談
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☎
０
２
６
５-

２
５-

８
３
０
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次
の
方
か
ら
、
寄
付
が
あ
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

♠ 

町
の
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祉
に
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立
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て
ほ
し
い

と
し
て

■
駒
ヶ
根
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
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様

　 

金
２
万
円

♠ 

地
域
貢
献
の
た
め
と
し
て

■
第
一
生
命
保
険
株
式
会
社 

松
本
支
店

　
駒
ヶ
根
営
業
オ
フ
ィ
ス
　
様

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

　 

電
子
ピ
ア
ノ
一
式

♠ 

令
和
３
年
度
成
人
者
よ
り
成
人

記
念
と
し
て

■
令
和
３
年
度

　
成
人
式
実
行
委
員
会
　
様

　
飯
島
中
学
校
へ

　 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
／
Ｃ
Ｄ
デ
ュ
プ
リ
ケ
ー

タ
ー 

１
台

　
Ｄ
Ｖ
Ｄ-

Ｒ
　
３
１
５
枚

３月の納税 国民健康保険税�第10期分 【納期限】３月31日(木)

広
告

新型コロナウイルス感染症

【事業者向け】「事業復活支援金 ( 経済産業省 )」のご案内
１月 31 日（月）から「事業復活支援金」の申請受付が開始されています。
新型コロナの影響を受ける事業者の皆さまにおかれましては、国のホーム
ページ等をご確認いただき活用をご検討ください。

【支援金の概要】
■支給対象
　①新型コロナウイルス感染症の影響を受けた事業者
　② 令和３年 (2021 年 )11 月～令和４年 (2022 年 ) ３月のいず

れかの月の売上高が、2018 年 11 月～ 2021 年 3 月の間の
任意の同じ月の売上高と比較して、50％以上または 30％
以上 50％未満減少した事業者

■申請方法　オンライン申請 (「事業復活支援金」と検索 )
■申請期限　1 月 31 日（月）～５月 31 日（火）
■相談窓口　事業復活支援金事務局（☎ 0120-789-140）
　　　　　　午前 8 時 30 分～午後７時（土日祝日含む全日対応）

売上高
減少率 個人

法人
年間売上高が
1 億円以下

△ 50％以上 50 万円 100 万円

△ 30％以上
△ 50％未満 30 万円 60 万円

■給付上限額（一例）

問 産業振興課 商工係 内線 106
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３月　わんぱくカレンダー３月　わんぱくカレンダー
お問合せ　教育委員会�こども室�内線637

いいっ子センター（い子）、飯島保育園（飯保）、七久保保育園（七保）、飯島東部保育園（東保）、全保育園（３園）、飯島小学校（飯小）、七久保小学校（七小）、 

飯小・七小（小学校）、飯島中学校（飯中）、飯小・七小・飯中（３校）、町図書館（図書館）、生涯学習センター（生涯セ）　

日【にちようび】ＳＵＮ 月【げつようび】ＭＯＮ 火【かようび】ＴＵＥ 水【すいようび】ＷＥＤ 木【もくようび】ＴＨＵ 金【きんようび】ＦＲＩ 土【どようび】ＳＡＴ

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

家庭相談
　火・木・金曜日
　A8:30～P5:00
　こども室

☎0265-86-6711

教育相談
 月～金曜日（中学登校日）

  A8:30～P3:00
  飯島体育館

  ☎0265-86-2135 休館日(図書館) 図書館読み聞かせ(い子)

6年生を送る会(飯小)
ひな祭り(3園)
誕生日会(3園)

MMCひなまつりコンサート
(い子)

地区児童会(小学校)
集団下校(小学校)

合唱団ラストコンサート
(飯小)

特別保育(3園)

園舎清掃(七保・東保)
絵本とあそぶつどい(図書館)

年度末清掃～16日(小学校)
染物製作(い子)
休館日(図書館) おでかけ広場(い子)

後期選抜①(飯中)
6年生を送る会(七小)

ランドセル贈呈式(東保)
ママヨガ教室(い子)

後期選抜②(飯中)
ランドセル贈呈式(七保)

同窓会入会式(飯中)
地域の方への感謝の会(七小)

お別れ会(3園)
ランドセル贈呈式(飯保)

子育て相談会(い子)

特別保育(3園)
土曜開所日(い子)

おはなしの森(図書館)

3年生を送る会(飯中)
親子リトミック(い子)

休館日(図書館)

終業式(飯中)
避難訓練(3園)

おたのしみ会(い子)

卒業式(飯中)
終業式(小学校)
就労相談(い子)

図書館読み聞かせ(い子)
卒業式(小学校)

親子運動あそび(い子)

合格発表(飯中)
年度末休業～31日(小学校)

避難訓練(い子) 特別保育(3園)

　　　【春分の日】

誕生日会(い子)
休館日(図書館) 手形をとろう(い子) 卒園式(3園)

特別保育(3園)
土曜開所日(い子)

登校日(飯中)
年度末特別保育～31日

(3園)
月末休所日(い子)

休館日(図書館)
【午後】年度末休所(い子)

休館日(図書館)

【つどいのひろば】
A9:30～P4:00

【子育て相談】
A8:30～P5:00

☎0265-86-8131

移動図書館車
毎週水曜日：七保・七小

毎週木曜日：飯保
毎週金曜日：東保・飯小)

お問合せ　いいっ子センター　☎0265-86-8131

※ 場所の表記がないイベントはいいっ子センターで

行います。

▶ＭＭＣひなまつりコンサート【要予約】

　日時:３月３日(木)　午前10:00～10:45

▶染物製作（社協生きがいディ合同）【要予約】

　日時:３月７日(月)　午前10:00～

　場所:成人大学センター

▶ママヨガ教室【要予約】（講師:伊藤祐奈先生）

　日時:３月９日(水)　午前10:00～

▶金沢先生子育て相談会【要予約】

　日時:３月11日(金)　午前10:00～

▶親子リトミック【要予約】（講師:木下妙子先生）

　日時:３月14日(月)

　　　�ベビーリトミック:午前９:45～10:30

　　　�キッズリトミック:午前10:45～11:30

▶おたのしみ会【要予約】

　日時:３月15日(火)　午前10:00～

▶親子運動あそび【要予約】(講師:原智恵先生)

　日時:３月17日(木)　①午前９:50～　②午前10:40～

▶手形をとろう

　日時:３月24日(木)　午前９:30～11:00

※�新型コロナウイルス感染症の状況により、イベントが 

延期・中止となる場合があります。

いいっ子センターいいっ子センター（子育て支援センター）（子育て支援センター）

お問合せ　住民税務課�生活環境係�内線157

■３月のごみ・資源収集

地区
種別

飯島 田切
本郷 七久保

東 西 東 西

古紙・布類
７日
(月)

14日
(月)

21日(月)
28日
(月)

ビン・スチール缶・
アルミ缶類・灰

３日(木) 17日(木)

ペットボトル ９日(水) 23日(水)

可燃ごみ（祝日も○） 月・木 火・金 月・木 火・金

不燃ごみ 水 木

粗大ごみ（有料）
小型家電（無料）

13日　午前８時～10時
七久保保育園駐車場

廃食油(植物系のみ) 27日　午前９時～10時　各地区公民館

環境衛生自治会だより環境衛生自治会だより

■指定ごみ袋購入
　令和４年度分のチケットは３月中に配布予定です。

※�チケットは紛失しても再発行は行いませんので大切に保管してくだ
さい。受領後に紛失した場合または使い切ってしまった場合には、
１枚1,500円の有料チケットを購入していただきます。

■資源物の分別に関するお願い
　最近、びんなどの資源物の分別（色分け）が十分にできていない
ケースが多くなっており、収集作業に支障が出ています。
　びんは「無色」「茶色」「その他」の３区分です。はっきりと無色
または茶色と判断できないびんについては「その他」としてください。

■ごみの出し方ガイドブックはこちらから確認できます。
【URL】 https://www.town.iijima.lg.jp/kurashi_tetsuduki/

seikatsukankyo/gominitsuite/351.html

■３月のイベント
　 詳しくはいいっ子センターで配布する予定表をご覧ください

自治会加入の方 各自治会経由で配布

自治会未加入の方 郵送で発送
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体育館開放日体育館開放日

日時：３月12日（土）午後７時30分～９時

場所：飯島中学校体育館、田切体育館、本郷体育館

　　　Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館

※�飯島体育館の大規模改修に伴い、会場が飯島体育館

から飯島中学校体育館に変更となります。

※�新型コロナウイルス感染症の状況により中止となる

場合があります。

お問合せ　教育委員会�生涯学習係�内線632�������

■健康教室　　�　　問�健康福祉課保健医療係　内線171

〇音楽療法（ストレスを解消したい方）
日　時：３月２日（水）午前９時30分～11時
場　所：コスモス園

■介護予防教室　　問�健康福祉課高齢者福祉係　内線197

〇健幸教室　※いずれも火曜日

日　時：３月８日・15日・22日・29日
　　　　午前９時45分～11時45分
場　所：西庁舎営農研修室

○フレイル予防教室
【七久保会場】場所：七久保林業センター
　日時：３月３日・10日・17日・24日　※毎週木曜日
　　　　午前10時～11時30分
【飯島会場】　場所：飯島成人大学センター
　日時：３月４日・11日・18日・25日　※毎週金曜日
　　　　午前10時～11時30分

健康と介護予防の教室健康と介護予防の教室

■赤ちゃんメモ（場所：西庁舎保健センター）問�内線199

〇３か月児健康診査
　日時：３月１日（火）午後１時
　対象：令和３年11月生まれ

〇５か月児育児相談
　日時：３月15日（火）午前９時20分
　対象：令和３年10月生まれ

〇７か月児育児相談
　日時：３月15日（火）午前９時20分
　対象：令和３年８月生まれ

〇９か月児健康診査
　日時：３月１日（火）午後１時
　対象：令和３年５月生まれ

〇12か月児育児相談
　日時：３月25日（金）午前９時20分
　対象：令和３年２月～令和３年３月生まれ

〇２歳児育児相談
　日時：３月18日（金）午前９時20分
　対象：令和２年１月～令和２年３月生まれ

〇３歳児健康診査
　日時：３月17日（木）午後０時50分
　対象：平成31年１月～平成31年３月生まれ

■検診など　　　　　問�健康福祉課�保健医療係�内線171

〇献血
　日時：３月２日（水）　午前９時30分～11時30分
　場所：飯島町役場

みんなの健康みんなの健康

■休日歯科緊急診療

３月６日・13日・20日・21日・27日

場所：上伊那口腔保健センター（伊那市保健センター内）

受付：午前８時30分～午前11時30分　☎0265-78-8510

３月６日(日) 片桐診療所（中） 88-2512

３月13日(日) 前澤病院(駒) 83-2151

３月20日(日) 駒ヶ根泌尿器科クリニック(駒) 98-8876

３月21日(月) 生協診療所いいじま(飯) 86-5778

３月27日(日) まえやま内科胃腸科クリニック(駒) 82-8614

休日緊急当番医休日緊急当番医
市外局番　0265

(駒)駒ヶ根市、(飯)飯島町、(宮)宮田村、(中)中川村 

※都合により当番機関が変更になることがあります。

※ 上記以外の上伊那郡内休日緊急当番医は「伊那市 

ホームページ」をご覧ください。

お問合せ　健康福祉課�保健医療係�内線172�

■３月の番組予定 【放送時間】
午前6：30
 　 7：30
 　 8：30
 ※10：30
午後0：30
　　1：30
　※3：00
    5：00
 　 7：30
 　 9：30
   11：00
   12：00

７日～　飯島駅周辺めぐり報告

14日～　営農センターだより

21日～　１年生になったら

28日～　学校給食センター開所

※午前10：30～、午後3：00～の放送は
「いいちゃん貯筋体操」をお送りします。
※番組の切り替えは月曜の午後7時30分です。

ＣＡＴＶ行政チャンネル ＣＡＴＶ行政チャンネル デジタル「11」デジタル「11」

お問合せ　総務課�文書情報係�内線216
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いいちゃんメール登録受付中！！いいちゃんメール登録受付中！！
飯島町の情報をお届けしています。
右のQRコードにアクセスして、
ながの電子申請から登録をお願いします。

広報いいじま未来飛行は広報いいじま未来飛行は

マチイロアプリでもマチイロアプリでも

配信しています。配信しています。

IMA（InadaniMusicAssociation）／飯島クインテット
& オリジェムフルートアンサンブル

チャリティコンサート

アスヘノキボウ ～ 早 春をうたう～

2022.3 . 2 7 [sun] 14:00 開演
13:00 開場

お 宿 陣 屋コンベンションホール

【代表者氏名、来場人数をご連絡ください。】

入 場 料：無 料《ご 支 援 制 》
※ご支援頂いた一部は、地域の若手演奏家、町社会福祉協議会へ寄付させていただきます。

８６-3111（地域創造課：平日9:00～17:00）

[主催]飯島町営業部文化部会、特定非営利活動法人アクターズゼミナール伊那塾  [お問合せ]飯島町魅力デザイン係　TEL. 86-3111

※感染状況によって、中止となる場合があります。ご承知おきください。

宮澤 美帆(ソプラノ)

竹下 正登 (飯島町親善音楽家)
[IMA／飯島クインテット]
東京都出身。
フルート及び指揮法、音楽理論を故熊崎義章、
故青木健、青木友子、故齊藤賀雄、故吉田雅夫
の各氏に師事。
東海大学文学部卒、社会心理学及び心理学諸
理論を故入谷敏男、故林貞子らの各氏に師事。
故吉田雅夫氏より高い評価を受け、卒業後は
演奏者、指揮者、作編曲家として各地にて活躍。

- I n a d a n i  M u s i c  A s s o c i a t i o n -

村上 里奈(ソプラノ)

A s u h e n o  K I B O U
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